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党
せ
ず
。

()263

後
生
畏
る
べ
し
。

()264

過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
。

()265

君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
。

()265

己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
。

()266

過
ち
て
改
め
ざ
る
、
是
を
過
ち
と
謂
う
。

()266

性
相
近
し
。
習
い
相
遠
し
。

()267

五
十
歩
を
以
て
百
歩
を
笑
わ
ば
、
則
ち
何
如
。

()267

天
下
の
苗
を
助
け
て
長
ぜ
し
め
ざ
る
者
寡
し
。

()268

青
は
之
を
藍
よ
り
取
れ
ど
も
藍
よ
り
も
青
し
。

()268

遇
と
不
遇
と
は
時
な
り
。

()269

上
善
は
水
の
若
し
。

()269

三
十
輻
、
一
轂
を
共
に
す
。
其
の
無
に
当
た
り
て
、
車
の
用
有
り
。

()270

五
色
は
人
の
目
を
し
て
盲
せ
し
む
。

()271

学
を
絶
た
ば
憂
い
無
し
。

()271

柔
弱
は
剛
強
に
勝
つ
。

()272

大
器
は
晩
成
す
。

()273

天
網
は
恢
恢
と
し
て
、
疎
に
し
て
失
わ
ず
。

()273

朝
三
に
し
て
暮
れ
に
四
に
せ
ん
。

()274

荘
周
夢
に
胡
蝶
と
為
る
。

()274

七
日
に
し
て
渾
沌
死
す
。

()275

井
鼃
は
以
て
海
を
語
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
虚
に
拘
め
ば
な
り
。

()276

兵
は
詭
道
な
り
。

()276

兵
は
拙
速
な
る
を
聞
く
も
、
未
だ
巧
久
な
る
を
睹
ざ
る
な
り
。

()277

彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
、
百
戦
し
て
殆
う
か
ら
ず
。

()278

xii



倉
廩
実
つ
れ
ば
則
ち
礼
節
を
知
り
、
衣
食
足
れ
ば
則
ち
栄
辱
を
知
る
。

()278

人
主
に
も
亦
た
逆
鱗
有
り
。

()279

三
人
言
い
て
虎
を
成
す
。

()279

子
の
矛
を
以
て
子
の
楯
を
陥
さ
ば
何
如
。

()280

其
の
耒
を
釈
て
て
株
を
守
り
、
復
た
兔
を
得
ん
こ
と
を
冀
う
。

()281

福
の
禍
と
為
り
禍
の
福
と
為
る
は
、
化
極
む
べ
か
ら
ず
、
深
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

()281

蛇
足
を
為
す
者
、
終
に
其
の
酒
を
亡
う
。

()282

虎
獣
の
己
を
畏
れ
て
走
る
を
知
ら
ず
、
以
為
え
ら
く
狐
を
畏
る
る
な
り
。

()283

燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
。

()284

寧
ろ
鶏
口
と
為
る
も
牛
後
と
為
る
無
か
れ
。

()284

璧
を
完
う
し
て
趙
に
帰
す
。

()285

石
に
漱
ぎ
流
れ
に
枕
す
。

()286

心
を
以
て
心
に
伝
う
。

()286

好
事
は
門
を
出
で
ず
、
悪
事
は
千
里
に
伝
わ
る
。

()287

病
は
不
自
信
の
処
に
在
り
。

()287

人
を
知
る
者
は
智
、
自
ら
知
る
者
は
明
。

()287

家
庭
に
個
の
真
仏
有
り
、
日
用
に
種
の
真
道
有
り
。

()288

資
料
編
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